
(57)【要約】

【課題】内視鏡外科手術において、たとえば子宮内に挿

入して子宮を手術しやすい位置に移動させたり、子宮卵

管内に造影剤や色素を注入するための子宮操作具を提供

する。

【解決手段】子宮内に挿入される先端側棒状部、及び前

記先端側棒状部の後端に位置する操作把持部から構成さ

れる子宮操作具において、前記先端側棒状部の先端部に

子宮内壁に密着可能な子宮固定手段を設けた子宮操作具

であり、好ましくは子宮固定手段が子宮内壁の形状と相

似に形成された断面が略逆三角形形状のバルーン及び／

又は子宮内壁の形状と相似に形成された線状部材を有す

る子宮操作具。

【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
子 宮 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 棒 状 部 、 及 び 前 記 先 端 側 棒 状 部 の 後 端 に 位 置 す る 操 作 把 持 部 か
ら 構 成 さ れ る 子 宮 操 作 具 に お い て 、 前 記 先 端 側 棒 状 部 の 先 端 部 に 子 宮 内 壁 に 密 着 可 能 な 子
宮 固 定 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 子 宮 操 作 具 。
【 請 求 項 ２ 】
子 宮 固 定 手 段 が 子 宮 内 壁 の 形 状 と 相 似 に 形 成 さ れ 、 断 面 が 略 逆 三 角 形 形 状 の バ ル ー ン を 含
む 請 求 項 １ 記 載 の 子 宮 操 作 具 。
【 請 求 項 ３ 】
子 宮 固 定 手 段 が 子 宮 内 壁 の 形 状 と 相 似 に 形 成 さ れ た 線 状 部 材 を 含 む 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
子 宮 操 作 具 。
【 請 求 項 ４ 】
先 端 棒 状 部 が １ つ 以 上 の 内 腔 を 設 け た 筒 状 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 子 宮 操 作 具
。
【 請 求 項 ５ 】
先 端 棒 状 部 が 上 下 方 向 及 び 回 転 方 向 に 可 動 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 記 載 の 子 宮 操 作 具
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 外 科 手 術 に お い て 例 え ば 子 宮 内 に 挿 入 し て 子 宮 を 手 術 し 易 い 位 置 に 移 動
さ せ た り 、 子 宮 卵 管 内 に 造 影 剤 や 色 素 を 注 入 す る た め の 子 宮 操 作 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 が 広 く 実 施 さ れ て い る 。 内 視 鏡 下 の 手 術 は 内 視 鏡 か ら 見 た 映 像 を
画 面 で 見 な が ら 遠 隔 操 作 で 手 術 を 行 う 方 法 で あ る 。 婦 人 科 の 内 視 鏡 外 科 手 術 の 場 合 、 腹 腔
内 か ら の ア プ ロ ー チ の 他 に 膣 内 か ら の ア プ ロ ー チ も 利 用 さ れ る 。 膣 内 へ 挿 入 す る 器 具 の 一
つ と し て 、 子 宮 卵 管 内 へ の 造 影 剤 な ど の 薬 液 の 投 与 や 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の 補 助 の た め 子 宮 周
囲 を 処 置 し 易 い よ う に 子 宮 を 上 下 左 右 に 位 置 さ せ る 目 的 で 子 宮 操 作 具 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
子 宮 操 作 は 当 初 、 卵 管 色 素 テ ス ト に 使 用 す る ユ テ リ ン イ ン ジ ェ ク タ が 使 用 さ れ た 。 ユ テ リ
ン イ ン ジ ェ ク タ は 柔 軟 な 材 質 か ら な り 先 端 に バ ル ー ン の 付 い た 薬 液 注 入 管 と 硬 質 プ ラ ス チ
ッ ク 製 の 湾 曲 し た ス リ ー ブ か ら な り 、 薬 液 注 入 管 を 子 宮 内 に 挿 入 し 先 端 の バ ル ー ン を 膨 ら
ま せ 、 薬 液 注 入 管 の 外 か ら 外 子 宮 口 入 口 ま で ス リ ー ブ を 進 め て 子 宮 を 操 作 す る 。 こ の 場 合
、 薬 液 注 入 管 は 柔 軟 な た め 実 質 的 に ス リ ー ブ の 剛 性 の み で 子 宮 操 作 が 行 わ れ る が 、 子 宮 操
作 が 難 し か っ た 。 ま た 、 シ ュ レ ー デ ル （ シ ュ レ ー デ ル 氏 子 宮 頸 管 拡 張 器 ） で 、 子 宮 を 操 作
す る こ と も 行 わ れ て い る が 、 シ ュ レ ー デ ル は 子 宮 に 対 し て 固 定 さ れ て い な い た め 術 中 手 で
把 持 し て お く 必 要 が あ っ た 。 こ れ ら に 対 す る 対 応 策 と し て 、 シ ュ レ ー デ ル な ど の 身 体 挿 入
用 棒 状 体 に バ ル ー ン を 装 着 し 外 子 宮 口 を ２ 個 の バ ル ー ン で 挟 み 込 ん で 固 定 し 、 シ ュ レ ー デ
ル を 動 か し て 子 宮 を 操 作 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特
許 文 献 ３ 参 照 ） 。 こ の 場 合 、 シ ュ レ ー デ ル を 外 子 宮 口 に 固 定 す る こ と は 確 実 に 行 わ れ る が
、 外 子 宮 口 で の み 固 定 さ れ て い る た め 、 シ ュ レ ー デ ル の 先 端 側 で 子 宮 体 部 を 操 作 す る こ と
に な り 、 シ ュ レ ー デ ル か ら 子 宮 が 滑 る 現 象 が 起 き 、 腹 腔 側 か ら の 腹 腔 鏡 を 用 い た 処 置 に 支
障 が 生 じ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 子 宮 内 及 び 膣 内 で 子 宮 ゾ ン デ に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の バ ル ー ン を 膨 張 さ せ て 子 宮 及
び 膣 の 内 壁 に 弾 性 的 に 密 着 固 定 で き 、 子 宮 側 を 動 か し て 子 宮 を 操 作 す る 方 法 が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ４ 、 特 許 文 献 ５ 参 照 ） 。 こ の 場 合 は 、 子 宮 を 内 側 か ら 把 持 固 定 す る
こ と は 可 能 で あ る が 、 子 宮 を 滑 ら ず に 操 作 さ せ る に は バ ル ー ン と 子 宮 の 間 に 強 い 密 着 強 度
が 必 要 で あ り 、 密 着 が 強 す ぎ る と 組 織 の 損 傷 な ど の 危 険 が あ り 、 緩 す ぎ る と 子 宮 を 思 い 通
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り の 方 向 に 操 作 で き な い 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 子 宮 操 作 器 具 の 子 宮 側 可 動 部 が 少 な く と も １ つ の ウ イ ン グ を 備 え た ロ ッ ド を 有 し た
構 造 を 提 案 し て い る （ 特 許 文 献 ６ ） 。 こ の 場 合 、 ウ イ ン グ 部 分 が 平 面 に な り 子 宮 に 方 向 付
け が さ れ る 点 が 良 い が 、 開 閉 時 に 子 宮 組 織 を 巻 き 込 ん だ り 、 金 属 製 の た め に 子 宮 内 壁 を 傷
つ け た り す る 危 険 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ７ ５ ２ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ８ － １ ４ ６ ３ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ５ ３ － ７ ０ ５ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ９ － ３ ８ １ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 表 平 １ ０ － ５ ０ ７ ３ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ０ ９ ９ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 外 科 手 術 に お い て 例 え ば 子 宮 内 に 挿 入 し て 子 宮 を 安 全 に 素 早 く 手 術 し 易
い 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 子 宮 卵 管 内 に 造 影 剤 や 色 素 を 注 入 す る こ と が で き る 子 宮
操 作 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 本 発 明 は 、
（ １ ） 子 宮 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 棒 状 部 、 及 び 前 記 先 端 側 棒 状 部 の 後 端 に 位 置 す る 操 作 把
持 部 か ら 構 成 さ れ る 子 宮 操 作 具 に お い て 、 前 記 先 端 側 棒 状 部 の 先 端 部 に 子 宮 内 壁 に 密 着 可
能 な 子 宮 固 定 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 子 宮 操 作 具 、
（ ２ ） 子 宮 固 定 手 段 が 子 宮 内 壁 の 形 状 と 相 似 に 形 成 さ れ 、 断 面 が 略 逆 三 角 形 形 状 の バ ル ー
ン を 含 む （ １ ） 記 載 の 子 宮 操 作 具 、
（ ３ ） 子 宮 固 定 手 段 が 子 宮 内 壁 の 形 状 と 相 似 に 形 成 さ れ た 線 状 部 材 を 含 む （ １ ） 又 は （ ２
） 記 載 の 子 宮 操 作 具 、
（ ４ ） 先 端 棒 状 部 が １ つ 以 上 の 内 腔 を 設 け た 筒 状 で あ る （ １ ） ～ （ ３ ） い ず れ か 記 載 の 子
宮 操 作 具 、
（ ５ ） 先 端 棒 状 部 が 上 下 方 向 及 び 回 転 方 向 に 可 動 で あ る （ １ ） ～ （ ４ ） い ず れ か 記 載 の 子
宮 操 作 具 、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 子 宮 操 作 具 は 、 図 １ の よ う に 子 宮 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 、 先 端 側
棒 状 部 （ １ ） の 後 端 に 位 置 す る 操 作 把 持 部 （ ２ ） 、 及 び 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） に 付 設 さ れ る
子 宮 固 定 手 段 （ ３ ） か ら 構 成 さ れ 、 更 に 必 要 に 応 じ て 操 作 把 持 部 （ ２ ） 後 方 に 設 置 さ れ 先
端 側 棒 状 部 （ １ ） を 上 下 に 動 か す 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー （ ４ ） 、 及 び 操 作 把 持 部 （
２ ） 後 方 に 設 置 さ れ 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） を 回 転 さ せ る 先 端 側 棒 状 部 回 転 レ バ ー （ ５ ） が 構
成 さ れ る 。
子 宮 固 定 手 段 （ ３ ） は 、 図 １ の 第 一 実 施 例 の よ う に 線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） を 操 作 す る こ と
に よ り 、 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 内 の 線 状 部 材 （ ７ ） を 開 閉 さ せ る 機 構 を 設 け た り 、 図 ２ の 第
二 実 施 例 の よ う に 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ７ ） を 付 設 し 、 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） を 拡 張 さ せ
る バ ル ー ン 送 気 ・ 送 液 ポ ー ト （ ８ ） を 付 設 す る よ う に 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 図 ３ の 第 三
実 施 例 の よ う に 子 宮 固 定 手 段 と し て 線 状 部 材 （ ７ ） と 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） と 線 状 棒 状
部 を 同 時 に 付 設 す る こ と が あ る 。
さ ら に 、 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） の 先 端 か ら 薬 液 等 を 子 宮 内 に 注 入 す る た め の 気 体 ・ 液 体 注 入
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ポ ー ト （ １ ０ ） 、 図 ４ の よ う に 気 体 ・ 液 体 注 入 ポ ー ト よ り 注 入 さ れ た 薬 液 等 が 出 て く る 気
体 ・ 液 体 通 過 孔 （ １ １ ） を 付 設 す る こ と が あ る 。
本 発 明 は 図 ５ に 示 す よ う に 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー （ ４ ） を 先 端 側 棒 状 部 可 変 ベ ル ト
（ １ ２ ） で 先 端 側 棒 状 部 可 変 リ ン グ （ １ ３ ） と 接 続 す る こ と で 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ
ー （ ４ ） を 稼 動 さ せ る こ と で 先 端 側 棒 状 部 可 変 リ ン グ （ １ ３ ） を 支 点 と し て 先 端 側 棒 状 部
（ １ ） を 上 下 に 可 変 す る こ と が で き る 。 線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） と 線 状 部 材 （ ７ ） と を 線 状
部 材 作 動 部 材 （ １ ４ ） で 接 続 す る こ と に よ り 線 状 部 材 （ ７ ） を 子 宮 の 形 状 に 合 わ せ て 開 い
た り 、 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） の 中 に 格 納 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 先 端 側 棒 状 部 ）
先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 及 び 線 状 部 材 （ ７ ） は 、 通 常 射 出 成 形 及 び 金 属 加 工 に よ り 作 製 さ れ る
。 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） の 外 径 は φ １ ｍ ｍ ～ ９ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ れ は φ １ ｍ ｍ 未 満 で は バ
ル ー ン 膨 張 用 ル ー メ ン や 気 体 ・ 液 体 注 入 用 ル ー メ ン 、 子 宮 固 定 手 段 （ ３ ） の 線 状 部 材 （ ７
） を 効 率 よ く 作 製 し 難 く 、 子 宮 の 保 持 力 ・ 固 定 力 も 弱 く な る た め で あ る 。 ま た 、 φ ９ ｍ ｍ
を こ え る と 子 宮 口 か ら の 挿 入 が 困 難 に な り 有 効 性 が 失 わ れ て し ま う 。 先 端 側 棒 状 部 （ １ ）
の 長 さ は ３ ０ ｍ ｍ ～ １ ３ ０ ｍ ｍ が 望 ま し い 。 こ れ は ３ ０ ｍ ｍ 未 満 で は 子 宮 操 作 が 難 し く な
る 可 能 性 が あ り 、 １ ３ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 子 宮 を 貫 通 す る 恐 れ が あ る た め で あ る 。
先 端 側 棒 状 部 （ １ ） は 、 バ ル ー ン 固 定 用 ル ー メ ン と 気 体 ・ 液 体 注 入 用 ル ー メ ン を 内 蔵 す る
か 、 い ず れ か の ル ー メ ン を チ ュ ー ブ 状 に し て 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 側 壁 に 沿 わ せ る よ う に 設
置 し て も よ い が 、 挿 入 操 作 性 を 考 慮 す れ ば 内 蔵 し た 方 が よ い 。
先 端 側 棒 状 部 （ １ ） の 線 状 部 材 （ ７ ） は 、 挿 入 操 作 性 を 考 慮 し て 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） と 一
直 線 上 の 棒 状 に 収 納 で き 、 使 用 時 に は 図 ５ の よ う に 線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） を 押 し 込 む な ど
し て 操 作 す る こ と に よ り 、 押 し 込 み 力 が 線 状 部 材 作 動 部 材 （ １ ４ ） に 伝 わ り 線 状 部 材 （ ７
） を 開 く よ う に す る と 良 い 。 線 状 部 材 （ ７ ） が 開 い た 形 状 は 逆 三 角 形 状 や 扇 型 に 形 成 で き
る と 好 ま し い 。 ま た 線 状 部 材 （ ７ ） を 形 成 す る 部 材 の 数 は ２ ～ ６ 本 が 好 ま し い 。 ２ 本 未 満
で は 効 率 よ く 子 宮 を 固 定 で き な い 恐 れ が あ り 、 ６ 本 を 超 え る と 太 径 に な り 先 端 側 棒 状 部 に
効 率 よ く 収 納 で き ず 、 子 宮 口 か ら の 挿 入 が 困 難 に な る た め で あ る 。 ま た 、 先 端 側 棒 上 部 （
１ ） の 最 先 端 に は 柔 軟 な 可 と う 性 の 材 料 で 先 端 柔 軟 部 を イ ン サ ー ト 成 形 な ど で 形 成 し て も
良 い 。 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 及 び 線 状 部 材 （ ７ ） に 使 用 さ れ る 材 質 は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ
カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン
樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 操 作 把 持 部 ）
操 作 把 持 部 （ ２ ） は 通 常 、 射 出 成 形 や 金 属 加 工 で 作 製 さ れ る 。 形 状 は ス ト レ ー ト な 棒 状 で
も 膣 部 に 合 わ せ て 変 形 し て い て も 良 い 。 操 作 把 持 部 （ ２ ） の 外 径 は φ ５ ｍ ｍ ～ φ ２ ０ ｍ ｍ
が 好 ま し い 。 φ ５ ｍ ｍ 未 満 で は ２ つ の ル ー メ ン を 内 蔵 し た 場 合 、 設 置 が 難 し く な り 、 ま た
子 宮 操 作 の 際 に 変 形 す る 恐 れ が あ る た め で あ る 。 ま た φ ２ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 膣 内 へ 挿 入 し
に く く な る 可 能 性 が あ る 。 形 状 は 円 柱 で も 多 角 柱 で も よ く 、 先 端 か ら 後 端 に 向 か っ て 緩 や
か な テ ー パ ー 形 状 に し て も 良 い 。 バ ル ー ン 膨 張 用 ル ー メ ン 、 気 体 ・ 液 体 注 入 用 ル ー メ ン を
内 蔵 し て も よ く 、 チ ュ ー ブ 形 状 と し て 操 作 把 持 部 （ ２ ） 外 壁 に 沿 わ せ て も 良 い 。 使 用 さ れ
る 材 質 は 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア
ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料
が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 子 宮 固 定 バ ル ー ン ）
子 宮 固 定 手 段 （ ３ ） は 、 線 状 部 材 （ ７ ） の 他 に 図 ２ の よ う な 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） を 使
用 し て も 良 い 。 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） は 押 出 成 形 、 ブ ロ ー 成 形 、 圧 縮 成 形 、 シ ー ト 溶 着
等 の 方 法 で 成 形 さ れ る 。 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） へ は 接 着 ま た は 溶 着 に よ り 設 置 さ れ る 。 図 ２
の バ ル ー ン 送 気 ・ 送 液 ポ ー ト （ ８ ） よ り 送 入 さ れ た 流 体 は 、 操 作 把 持 部 （ ２ ） の ル ー メ ン
を 通 り 、 開 孔 部 よ り 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） 内 に 流 入 し て バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 。 形 状 は
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膨 張 時 の 断 面 が 略 逆 三 角 形 で あ る 略 三 角 柱 状 が 好 ま し い が 限 定 さ れ な い 。 逆 三 角 形 の 場 合
は 、 一 辺 の 長 さ が １ ０ ｍ ｍ ～ ８ ０ ｍ ｍ で あ り 、 膨 張 時 の 厚 み が 最 大 の 部 分 で ５ ｍ ｍ ～ ６ ０
ｍ ｍ が 好 ま し い 。 ま た 、 挿 入 時 に は 子 宮 固 定 用 バ ル ー ン （ ９ ） は 折 畳 ま れ て 挿 入 さ れ る た
め 、 折 畳 み 時 の 太 さ が １ ０ ｍ ｍ 以 下 好 ま し く は ５ ｍ ｍ 以 下 に 形 成 さ れ る よ う に バ ル ー ン 肉
厚 を 調 整 す る と 良 い 。 ま た 、 バ ル ー ン 全 体 を バ ル ー ン 膨 張 時 に は 外 れ る カ バ ー シ ー ト で 覆
う よ う に 形 成 し て も 良 い 。 更 に 、 図 ３ の よ う に 線 状 部 材 （ ７ ） と 組 み 合 せ て 形 成 す る こ と
に よ り 、 よ り 子 宮 固 定 の 操 作 が 行 な い 易 く な る 。 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） に 使 用 さ れ る 材
料 は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や 天 然 ゴ ム な ど の ゴ ム 系 や 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 Ｓ Ｅ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ
リ ウ レ タ ン 樹 脂 な ど の 合 成 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 線 状 部 材 操 作 部 ）
線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） は 通 常 、 射 出 成 形 や 金 属 加 工 で 作 製 さ れ る 。 形 状 は 図 １ の よ う に 操
作 把 持 部 （ ２ ） の 後 端 に 棒 状 で 接 続 さ れ て も 良 い し 、 操 作 把 持 部 （ ２ ） の 中 に レ バ ー の よ
う に 組 み 込 ま れ て も 良 い 。 線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） を 操 作 す る こ と で 図 ５ に 示 し て い る 線 状
部 材 作 動 部 材 （ １ ４ ） が 駆 動 し 、 線 状 部 材 （ ７ ） が 子 宮 固 定 形 状 に 変 形 し た り 、 先 端 側 棒
状 部 （ １ ） と 一 体 に な る 。 線 状 部 材 （ ７ ） を 作 動 さ せ る 線 状 部 材 作 動 部 材 （ １ ４ ） は 、 し
な や か な 板 状 部 材 で あ っ て も 良 い し 、 ベ ル ト や ワ イ ヤ ー 、 シ ャ フ ト で も 良 い 。 線 状 部 材 作
動 部 材 （ １ ４ ） に 使 用 さ れ る 材 質 は 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹
脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 や
、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。 線 状 部 材 操 作 部 （ ６ ） に 使 用 さ れ る 材 質
は 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア
ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料
が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー ）
先 端 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー （ ４ ） は 通 常 、 射 出 成 形 や 金 属 加 工 で 作 製 さ れ る 。 形 状 は 操 作
把 持 部 （ ２ ） に 組 み 込 ん だ 形 状 で も 良 い し 、 操 作 把 持 部 （ ２ ） に 対 し て 垂 直 に 形 成 し て も
良 い 。 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー （ ４ ） を 回 転 さ せ る こ と に よ り 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） が
先 端 棒 状 部 可 変 リ ン グ （ １ ３ ） を 支 点 と し て 上 下 に 駆 動 す る よ う に 形 成 し て も 良 い 。 こ の
場 合 、 一 般 的 に は ２ つ の 歯 車 の 間 に 先 端 側 棒 状 部 可 変 ベ ル ト （ １ ２ ） の よ う な 歯 車 に 噛 み
合 う ベ ル ト を 通 し て 駆 動 さ せ た り 、 ワ イ ヤ ー を 引 く こ と に よ り 駆 動 さ せ る 方 法 を 取 る な ど
様 々 な 方 法 が あ る 。 ま た 、 可 変 し た 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） を 確 実 に 固 定 さ せ る た め に ス ト ッ
パ ー を 付 設 し て も 良 い 。 使 用 さ れ る 材 質 は 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ
Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹
脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 先 端 側 棒 状 部 回 転 レ バ ー ）
先 端 側 棒 状 部 回 転 レ バ ー （ ５ ） は 通 常 、 射 出 成 形 や 金 属 加 工 等 で 作 製 さ れ る 。 形 状 は 操 作
把 持 部 （ ２ ） の 後 端 に 回 転 レ バ ー の よ う に あ っ て も 良 い し 、 操 作 把 持 部 （ ２ ） に 対 し て 垂
直 に 組 み 込 ま れ て い て も 良 い 。 先 端 棒 状 部 回 転 レ バ ー （ ５ ） を 操 作 す る こ と で 、 先 端 側 棒
状 部 （ １ ） が 回 転 す る よ う に 形 成 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 一 般 的 に は 操 作 把 持 部 （ ２ ） の
内 側 に 内 筒 を 設 置 し 、 先 端 棒 状 部 と 内 筒 、 先 端 棒 状 部 回 転 レ バ ー を 連 動 さ せ て 駆 動 さ せ た
り 、 ベ ル ト や シ ャ フ ト を 用 い て 駆 動 さ せ る 方 式 を 取 る な ど 様 々 な 方 法 が あ る 。 ま た 、 確 実
に 固 定 さ せ る た め に ス ト ッ パ ー を 付 設 し て も 良 い 。 使 用 さ れ る 材 質 は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ
リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン
樹 脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 使 用 方 法 ）
次 に 本 発 明 に よ る 子 宮 操 作 具 の 実 際 の 使 用 方 法 に つ い て 図 ６ 、 図 ７ を 用 い て 第 三 実 施 例 に
つ い て 説 明 し 、 本 発 明 の 効 果 を 明 確 に す る 。 ま ず 、 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） 、 操 作 把 持 部 （ ２
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） を 真 直 ぐ に し て 、 先 端 側 棒 状 部 （ １ ） へ 線 状 部 材 （ ７ ） を 収 め 、 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９
） を 収 縮 し た 状 態 で 、 膣 か ら 子 宮 ま で 挿 入 し て い く 。 次 に 、 子 宮 固 定 バ ル ー ン （ ９ ） を 膨
張 さ せ 、 更 に 線 状 部 材 （ ７ ） を 開 く 。 先 端 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー （ ４ ） 、 先 端 棒 状 部 回 転
レ バ ー （ ５ ） を 操 作 し 、 子 宮 を 適 切 な 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 子 宮 の 内 腔 形 状 と 子 宮 固 定 バ ル
ー ン （ ９ ） の 形 状 が 類 似 し て い る た め 、 子 宮 内 で 子 宮 操 作 具 が ず れ る こ と な く 子 宮 操 作 を
確 実 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 子 宮 操 作 具 に よ れ ば 、 婦 人 科 手 術 で 子 宮 操 作 を 行 う 際 に 、 子 宮 が 子 宮 操 作 具 か ら
す べ る と い う 事 が 無 く な り 、 思 い 通 り に 子 宮 操 作 を 行 な う こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の
軽 減 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 創 器 社 会 復 帰 、 医 療 経 済 の 削 減 効 果 が 期 待 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 と な る 子 宮 操 作 具 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 子 宮 操 作 具 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 と な る 子 宮 操 作 具 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 と な る 子 宮 操 作 具 の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 と な る 子 宮 操 作 具 の 概 略 正 面 断 面 図 で あ る
【 図 ６ 】 本 発 明 の 子 宮 操 作 具 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 子 宮 操 作 具 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 先 端 側 棒 状 部
２ 　 　 　 　 　 操 作 把 持 部
３ 　 　 　 　 　 子 宮 固 定 手 段
４ 　 　 　 　 　 先 端 側 棒 状 部 上 下 可 変 レ バ ー
５ 　 　 　 　 　 先 端 側 棒 状 部 回 転 レ バ ー
６ 　 　 　 　 　 線 状 部 材 操 作 部
７ 　 　 　 　 　 線 状 部 材
８ 　 　 　 　 　 バ ル ー ン 送 気 ・ 送 液 ポ ー ト
９ 　 　 　 　 　 子 宮 固 定 バ ル ー ン
１ ０ 　 　 　 　 気 体 ・ 液 体 注 入 ポ ー ト
１ １ 　 　 　 　 気 体 ・ 液 体 通 過 孔
１ ２ 　 　 　 　 先 端 側 棒 状 部 可 変 ベ ル ト
１ ３ 　 　 　 　 先 端 側 棒 状 部 可 変 リ ン グ
１ ４ 　 　 　 　 線 状 部 材 作 動 部 材
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种子宫操纵工具，用于插入子宫以将子宫移动到
易于操作的位置，并在内窥镜手术中将造影剂或染料注入子宫的输卵
管。 一种子宫操作工具，包括要插入子宫的远端侧杆状部分和位于该远
端侧杆状部分的后端的操作把持部，其中子宫内壁设置在该远端侧杆状
部分的远端。 一种子宫操作工具，其具有可粘附于子宫的子宫固定装
置，并且优选地，子宫固定装置形成为与子宫内壁的形状相似的形状并
且具有大致倒三角形的横截面和/或子宫内壁的形状相似。 一种具有成形
的线性构件的子宫操纵工具。 [选择图]图7
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